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【報　告】
いじめ被害を訴える発達障害の中学生へのサポートグループにおける
体験的学び
酒井久実代
Hands-on learning using a support group approach for a junior high school 
boy with a developmental disability who had experienced bullying.
Kumiyo SAKAI
要旨
　　The support group (SG) approach was used for a junior high school boy with a developmental 
disability who had experienced bullying in school. SG members included two class representatives 
and six group leaders. They spoke to the boy in a friendly manner and helped him cope with bullies. 
This reduced his experience of bullying during the first month. However, some temporary instances of 
bullying by girls occurred. The boy became acquainted with the SG members and his other classmates. 
He prepared a list of friends and attempted to make more. However, he discontinued this because a 
group member wanted him to make friends naturally, which he did according to a teacher’s directions. By 
the school year end, he conveyed his gratitude to the SG members. This practice helped members realize 
the significance of personal relationships, achieve a feeling of accomplishments, improve their leadership 
abilities, and formulate ways to involve unconventional children in the class. The boy gained a feeling of 
safety, became more aware of different perspectives, recognized his faults, and learned to make friends.
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Ⅰ　問題
　現代は人のためになることをするよりも、自分の可能性を伸ばすことに価値が置かれ、自分のために時
間を使うことが奨励される世の中である。学校に通う子どもたちは勉強、部活動、習い事など自分のため
になる活動をすることに追われ、忙しい毎日を送っている。そのような雰囲気の中では、他者に目を向け、
困っている人がいたら助けるといった行動は生じにくい。日本ではいじめの傍観者は学年が進むに従い上
昇し、仲裁者は減る（米里，2001）という傾向が見られるのもこのような雰囲気と無縁ではないだろう。
　逆に傍観者が減少し、仲裁者が増加する傾向が見られるオランダ、イギリスでは、学校教育の中でシチ
ズンシップ教育を重視し、正義を実現するための義務と責任を果たす具体的な方法としてピア・サポー
トあるいはピア・メディエーション（子ども同士の支援あるいは調停）活動が導入されている（池島，
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2013）。日本でもいじめの予防対策としてピア・サポート活動が導入され、生徒たちがいじめのない思い
やりのある学校にしたいということを情報発信し、困ったときに相談にのることで、学校全体にいじめは
いけないことだという予防的な雰囲気（中野，2009）を作るという実践が報告されている。
　さらに英国のYoung（2009）は解決志向アプローチ（問題や原因に焦点を当てるのではなく「解決」
に焦点を当てる短期療法の一種）をピア・サポートに組み込み、「いじめサポートグループ」という方法
を開発した。いじめられている子どものサポートをする子どもたちのグループを結成し、活動してもら
うことで問題を解決していく技法である。小学校で50ケースに行われ、47ケース（94％）でいじめがな
くなり、80％ですぐにいじめが止まり、94％は 6 週間未満で止まったこと、長期的にいじめが起こらず
効果が持続したことが報告されている。Young（2009）では小学校では目覚ましい効果をあげているが、
中学校ではサポートグループの実施が少なく、その評価は見送られた。
　しかし、八幡・黒沢（2015）は日本でのサポートグループの経験から、小・中・高の校種を問わず効
果が期待でき、特に良い意味でも悪い意味でもピア・プレッシャーが強く働く中学校での実践が最も威力
を発揮すると述べている。いじめがなくなるだけでなく、サポートグループに関わる生徒の自己肯定感が
高められ、友情の深まりや広がり、お互いを思いやる心が促進されるという。八幡・黒沢（2015）では
いじめだけでなく、発達障害のある生徒へのサポートグループ・アプローチも報告されており、対人関係
が苦手で人との共通話題が少なく不登校が長期化していた自閉性スペクトラム症の生徒がサポートグルー
プの生徒たちと少しずつ交流できるようになったことが報告されている。
　米国の調査によると、自閉性スペクトラム症の青年のほぼ半数はいじめの被害者であり、一般の青年に
おける割合よりも高いことが示されている。またいじめられることと抑うつ、不安、孤独とは関連してい
ることも報告されている（Roux, A. et al., 2015）。発達障害のある生徒は、vulnerability（攻撃誘発性）を持っ
ており、異質な存在として、いじめの対象になりやすいと考えられる（池島，2013）が、それに対する
適切な対応がなされないと、二次的な障害が出てくる危険性が高まるということである。
　本研究では、いじめ被害を訴える発達障害を持つ男子中学生のためのサポートグループの活動を報告し、
その活動により、いじめの問題がどのように軽減したか、サポートグループに関わった生徒たちがどのよ
うな体験的な学びを得たかをより詳細に検討し、その効果を明確化していきたい。
Ⅱ　方法
１．対象者
（1）Ａ君
　中学 1 年生の男子。両親と妹の 4 人家族で育った。 3 歳時に発達障害と診断された。その後、通院はせ
ず、施設でSSTを受けた。小学校の時は普通学級に在籍しながら、通級に通っていた。中学校では普通学
級に在籍し、通級には行っていない。成績は中の上ぐらいである。小学校の時は他児に指を引っ張られて
腫れたり、後ろから蹴られて倒されたりしたことがあった。人の気持ちが分からない（以上は主に母親面
接から得られた情報である）。
（2）サポートグループ・メンバー
　Ａ君が在籍するクラスの班長会のメンバー。男女学級委員、班長 6 名の計 8 名（男子 4 名、女子 4 名）
であった。メンバーの選定は、Ａ君の希望を聞きつつも、担任の提案で自然な形でミーティングができる
ように、班長会メンバーとすることになり、Ａ君も了承した。
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２．サポートグループとＡ君の個人面接の実施形態
（1）スクールカウンセラー（以下、SCと略記）の役割
　SCはパーソンセンタード・アプローチを基本とし、解決志向アプローチも取り入れたスクールカウン
セリングを行っていた。週に 1 度、勤務し注1）、個人面接やコンサルテーションを担当した。Ａ君も個人
面接を行っている生徒の一人であった。サポートグループはSCの提案で行うことになり、SCはサポート
グループのミーティングの司会役を務めた。サポートグループの実施マニュアル（八幡・黒沢， 2015）
に従い、毎回のミーティングでは、メンバーが努力したことを発表してもらい、司会はその努力を誉め、
労い、肯定的な注目や言葉かけを行った。すなわち、解決志向アプローチにおけるコンプリメント注2）を行っ
た。うまくできなかったことを指摘したり、反省を促すような働きかけはしなかった。
　Ａ君との個人面接は、サポートグループの実施前、実施期間中、終了後にグループのミーティングとは
別に行った。
（2）実施頻度
　サポートグループのミーティングは、最初の1 ヶ月は週 1 回放課後に実施し、2 ヶ月目から4 ヶ月目ま
では 2 から 3 週間に 1 回、5 ヶ月目は実施せず、6 ヶ月目に振り返りの会とＡ君との合同の感謝会を実施
した。Ａ君との個人面接はサポートグループ開始前は月に2 ～ 3回の頻度で、サポートグループ開始後は
週 1 回または 2 週間に 1 回の頻度で行った。
（3）担任の関与度
　Ａ君との個人面接に月に 1 回ほど同席された。サポートグループのミーティングも時間のある時は参加
され、生徒たちが先生と一緒にやっているという感覚を持たせてくれた。グループ・ミーティングの実施
頻度は担任と相談の上、決定した。
３．情報収集の方法
　Ａ君との個人面接の記録、サポートグループのミーティングの記録、サポートグループ・メンバーがグ
ループ終了後にSCに提出した感想文を資料として用いた。
Ⅲ　事例
１．サポートグループ開始前
（1）来室のきっかけ
　SCは年度初めに 1 年生に対して全員面接を行った。クラスの班ごとに 5 分程度の面接を行った際に、
Ａ君が“言葉のことで悩んでいる”というので、昼休みに来室を呼びかけたところ、来室した。Ａ君は、
Ｂ君とＣさんに“○○先輩”と呼ばれ、ムカムカする。班長を断ったところ“人権はない”と言われ、謝っ
てもらったが心に残っている。根本的に解決したいと訴えた。SCは担任の先生と相談しながら考えたいと
伝えた。
（2）担任教師の指導方針
　周りの子にＡ君の特徴について理解してもらうように働きかける。Ａ君には毎週、相談室に行くように
伝える。Ａ君は相手に嫌なことを言うので、それをやめることが課題であることを認識してほしい。SC
はＡ君の困っている気持ちを聞いていきたいと伝えた。
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（3）Ａ君との個人面接（SCの発言は（　）に記した。後日分かったことで、補うことにより意味がわか
りやすくなると思われることは＜　＞内に示した）
【 5 月】給食の時のテーブルクロスをＢ君が引っ張るので、引っ張り合いになる。Ｄ君、Ｅ君が公認じゃ
ないあだ名で呼ぶ。クラス委員のマネをしたと言う。軽い気持ちでも許せない。穴を掘って埋めたのに、
また見えてきてしまう＜穴を掘って埋めたのは小学校の時の嫌な思い出であることが後日分かった＞。
SCが担任に伝えたところ、担任にも訴えがあり、名前が挙がっている生徒に対して指導をしているが、
効果がなく、訴えが減らないということであった。
【 6 月】運動会練習の二人三脚でＢ君が肩を組むのを嫌がった。部活で 2 年生の男子がゴムでおでこをパ
チンと。もうやらないでいただきたい。（運動会を全体として振り返ると？）成功だった。友達が二人三
脚で新記録を出してうれしかった。（誰ですか？）たしか○組の○○という人です。（Ａ君も最後まで走り
切ってすごいですね）休み時間にＢ君とＤ君が僕をサンドバックがわりにしてパンチをした。痛くはなかっ
たけど“やめて”と言ってもやめてくれなかった（それは困りましたね。またＢ君ですね）困った人です。
Ｂ君が筆箱を持って行ってしまう。＜担任の先生からの情報で、Ｂ君は他の子にも嫌がることをやってい
て、指導中であることがわかった＞。Ｄ君が後ろから膝をガクンと。肩を持って背中で顎をガクガクさせ
る。弱い者いじめだとしたら許せない。聖徳太子は能力によってランクを決めていた。能力が低い人は高
い人には手を出せない。そういうのがあれば。（暴力的なことは能力の高い人にはやれないってことかな？）
はい。
【 7 月】人権の作文を書きあげた＜後日、読ませてもらったところ、小学校の時にいじめられて、担任が
注意し、校長先生が説教をして、いじめをしたら家に電話するというペナルティを与えたところ、いじめ
がなくなったという内容であった＞。SCはソーシャルスキルの本をＡ君に見せた。Ａ君は目次で“から
かわれたとき”を選び、対処法を見て、「深呼吸で落ち着く」は時間がかかり過ぎる。「落ち着いて“やめて”
と言う」は優しい言い方になってしまう。「その場を立ち去る」をやっても、後ろからついて来る。本は
役に立たないので、先生に相談するしかないとのことであった。夏休みに根本的な解決策を考えておいて
ください。（難しいですね…）
【 9 月】人権の作文を読んでもらえましたか？どう思いましたか？小学校の時に事件が起きた。後ろから
倒された。今でも覚えている。Ｂ君は 2 学期になっても人が嫌がることを言う。いじめは犯罪になる。こ
れは犯罪ですか？（犯罪にはならないけど嫌なことを言うのはいけないこと）解決策はどうなりましたか？
朝、水を飲んでいるときにＢ君に後ろからバンと押された。こういうことが続くと学校に来るのがしんど
くなる。（Ａ君が望むことは？）心の平和です。（Ａ君の心の平和を守るための活動をしてくれそうな人は
いませんか？）SCがサポートグループの提案をしたところ、Ａ君は興味を示し、クラスの人の名前が何
人か挙がった。学年の先生方の過半数が賛成したら実施してください。＜その後、担任の先生から学年の
先生に話をし、班長会でやったらどうかということになり、Ａ君に了承を得た＞バレないようにお願いし
ます。＜後日、保護者にも面談を行い、了承を得た＞Ａ君は個人面接にメモ帳を持参した。 1 週間で35
回嫌なことがあった。（サポートグループは10月から）僕はどうすれば？（前より少し良かったこと、う
れしかったことをメモしてきてくれますか？）はい。逆ですね。僕もグループのミーティングに入って指
示を出したい。僕の位置づけは？上層部？定款のようなものを作ってほしい。（サポートグループはメン
バーの自主性を重視するので指示はしない。良いところを誉めてやる気を出してもらう。私は支える役）
ワクワクします。早く10月になってほしい。
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２．サポートグループの実施期間
（1）第1期（最初の1 ヶ月）
　担任からサポートグループのメンバーの一人Ｇ君はいじめっ子のＢ君、Ｆ君と仲が良いという情報を得
ていた。第 1 回目のミーティングでは、担任の先生、SCも含め、自己紹介として“最近ちょっとうれしかっ
たこと”を言ってもらった。次にＡ君の心の平和のために努力したことを一人ひとり発表した。SCはそ
の発表を興味を持って聞き、コンプリメントした。 2 回目からはこの 1 週間で努力したことを一人ひとり
発表してもらった。その内容をトピックごとに以下にまとめた。
【挨拶、声掛け】メンバーの行ったこととして最も多く挙げられたのはＡ君に挨拶することと声をかける
ことであった。挨拶をするとＡ君は喜んでいるようだと報告された。女子からの挨拶に返事がなかったの
が返せるようになった、手を振るようになったという変化が見られた。さらにＡ君から挨拶をする、話し
かけてくることが多くなった。
【陰口対策】Ａ君が放送委員に立候補したが選ばれなかった。＜投票数が＞ゼロという声が聞こえ、女子
が“ダサくねえ、ダサいよね”と言ったので、“そういうこと言わない方がいいよ”と言った。“ウザい”
とか“ダッサー”に対して、“やめなよ”“やめた方がいいよ”と言った。友達だから言える。言うのは決まっ
た人だが、たくさんいる。女子は陰口、男子は表で言う。“おまえが言うなよ”“おまえは黙ってろ”のよ
うに。
【グループの名前】Ａ君は個人面接の中で“平和活動推進部”という名前を提案した。それをメンバーに
提案したところ、“平和活動推進隊（HKT）”の方がいいということで、Ａ君に伝えた。Ａ君は最初は気に
入らなかったが、月末にその提案を受け入れた。
【いじめっ子のＢ君の友達Ｇ君について】第 3 回目のミーティングのときに、メンバーのＨ君が、Ｇ君に
対して“おまえは何もやってない”と言った。SCは“ここにいて、一緒に考えてくれるだけで素晴らし
いと思うよ”と伝えた。次のミーティングで、Ｇ君から“ケンカになるのを止めた”という発言が見られ、
積極的に動くようになったのが分かった。
【Ａ君といじめっ子との関係】メンバーのＩさんから、Ｂ君は幼稚園の時、良い子だった、優しい人だっ
たという発言があった。Ｆ君も言えばわかる人だと言う。Ｂ君とＦ君が合唱祭の練習の時にふざけている
と、Ａ君が注意をして、ケンカになりそうだったとのことだった。Ａ君との個人面接で、Ｆ君が嫌なこと
をする回数は減った、Ｂ君は変わらないとのことだったが、その後、Ｂ君との関係改善も見られ、バスケッ
トで握手をしたのをきっかけに、美術の作品をＢ君が誉めてくれて、“合唱祭がんばろう”と言ってくれ
たとのこと。また、ケンカになりそうな時にＨ君が間に入ってくれたことが報告された。
【Ａ君の良くないところの指摘とＡ君の受け入れ】Ａ君も人の言っていることをマネしたり行き過ぎた行
動がある。授業中うるさい、ふざける。いきなり発言する。“よだれが出そう”が口癖になっていて、女
子が汚いとキャアキャア言っている。顔の前で手をパンとやって、おはようと言う。ついていけない。合
唱祭の練習の時、大きな声で注意することが多くみんなびっくり。授業中にうるさいことについては、隣
の席の女子メンバーが困って、Ａ君に直接、注意をした。効くときと効かないときがあった。合唱祭の時
の注意については、男子メンバーが“そういうのいらないよ”と声をかけ、Ｂ君たちとケンカになりそう
なときは、間に入った。“よだれが出そう”“朝テンションが高い”についてはSCが個人面接でＡ君に伝
えたところ、“検討してみます”“謝罪しなければ。契約を切られる恐れが”と受け止め、その後なくなった。
【友達ができた】体育館での全校道徳の後、女子メンバーのＩさんがＡ君に“僕とＩさんの関係は何です
か？”と聞かれ、“わかんない”と答えた。Ａ君が“友達だよ”と言い、Ｉさんはうれしかったという。
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道徳の授業で、「支えてくれる存在が友達」と学んだらしい。Ａ君は個人面接で、友達ができたと報告し、
Ｉさんとの出会いを語った。Ａ君は運動会の日、お弁当を食べるときに壁と机の隙間の狭いスペースで食
べてみようと思ったところ、Ｉさんの友達に見つかった。Ｉさんが“出ておいでよ”と。そういうおもし
ろい展開になったとのことだった。その後、合唱祭の時に、お弁当大作戦として、木の陰でお弁当を食べ
ていて、Ｉさんに見つけてもらうというシナリオができていたが、実際は恥ずかしくなって、逃げてしまっ
たとのことだった。クラスの男子がＡ君に“Ｉさんのこと好きなの？”と聞いたところ、Ａ君は“好きで
す。友達として”と返答したとのことだった。
　個人面接では、メンバーではないＪ君ら男子数名と友達になったとの報告があり、何の新聞を読んでい
るかという話題ができたとのことだった。ミーティングでは、Ｊ君がメンバーに“Ａ君の友達になってく
れる？”と聞くので、“いいよ。もともと友達じゃないの？”と答えたところ、「Aネットワーク」の一員になっ
たらしい。個人面接で、20人ぐらい友達ができ、他のクラスにも友達がいるとのことだった。女子の友
達を増やし、その後男子も増やしたいという。Ｆ君が敵対関係だったのに友達になったのが驚きとのこと
だった。
【Ａ君のサポートグループに対する思い】“基準に達したときに感謝会を開き、お礼を言いたい。先生方を
含めて感謝状をあげたい”とのことだった。
【心の平和度、いじめの訴え】第 3 回目のミーティングでＡ君の「心の平和度」を予想してもらったとこ
ろ、65％から93％であったのに対して、Ａ君の「心の平和度」は10％であった。10月末には40％になり、
“感謝会は85％になったら”開きたいとのことだった。担任への嫌なことの訴えはなくなった。個人面接
では友達ができた、テストの点数が良かった、合唱祭で賞を取れたことの報告がなされ、嫌なことの訴え
はなくなった。
（2）第2期（2 ～ 4 ヶ月目）
　サポートグループ開始から1 ヶ月経ったところで、担任の先生との相談で、Ａ君からのいじめの訴えが
なくなったので、ミーティングの頻度を隔週にすることにした。担任は女子とのからみでからかわれるの
が心配とのことで、気をつけて見ていくとのことだった。2 ヶ月目から4 ヶ月目の様子について、トピッ
クごとに以下にまとめた。
【挨拶・声掛け】メンバーは1期と同様に行い、Ａ君から挨拶し話しかけることも多かった。
【陰口】あまり聞かなくなったと報告された。
【Ｇ君について】“Ｆ君が悪口を言わなくなった”“Ｆ君がちょっかいを出そうとするので、Ａ君から遠ざ
けた”“最近、Ａ君から友達と言われて握手した。うれしかった”という発言があり、メンバーとして積
極的に関わっていることが分かった。スキー教室のときに“Ａ君が楽しそうだった。セーター、靴下など
がないと言っていた”ことが報告され、Ａ君と関わりながら、Ａ君のことをよく観察していることが分かっ
た。
【Ａ君といじめっ子との関係】個人面接でＢ君と友達になったと報告された。“Ｅ君は100％、1つも悪い
ことをしないし、友達として毎日お話をしている、Ｆ君は95％、Ｂ君は93％で、悪いことの回数は減少
している。女性には言いたくない、変なことをされない日が何日も続いている”とのことだった。一方で、
女子のＫさん、Ｌさんがすれ違うときに、“変なことを言ってくる、お腹の下あたりをたたく、強くはな
いけど許せない”と報告された。週に 1 度以上あり、メンバーが見ていないときにやられるとのことで、
担任が班長会で言うとのことだった。その後、女子からの攻撃はゼロではないが、嫌なことは言われなかっ
たと報告された。サッカーをやったときに、Ａ君が周りの男子から“下手だな”と言われたのを、悪口と
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取ってしまった。別の子もできないが、Ａ君には言い方がきつい。Ａ君も、“取れませんよ”と言い返し
ているとのことだった。
　個人面接で、Ｂ君に背負い投げをされた。大声を出さざるを得ないときがある。自分の課題であるとの
発言があった。また体育の時の着替えで、隣のクラスの男子に女子とみなされ、“おまえ女子では？”と
言われるので、“僕は男子”と言い返すことが 2 回あった。“おまえ人間なの？”と言われ、“立派に人格
を与えられた人間だ”と言い返したとのことであった。
【Ａ君の良くないところの指摘とＡ君の受け入れ】授業中うるさくなり、女子メンバーが注意したが、止
まらないこともあった。言葉に反応して“ちかん”と言い続ける、授業中に大きな声で“班長ちゃんとやっ
て”と言う。メンバーが直接、Ａ君に注意することが増えた。また、Ａ君は個人面接で、“グループの方で
は何かありましたか？”と自分から尋ねることがあった。SCがメンバーはＡ君がみんなに注意するのが
うるさいと思っていることを伝え、担任が“騒いでいるときに言っても通じない、タイミングを見て”と
言うと、“見習いたい”とのことであった。SCは“推進隊が言っていることを取り入れようとして聞いて
くれたのは良かったと思う”と伝えると、“できるだけ従おうと思っている”とのことであった。その後も、
女子メンバーから気になること、たとえば机の上が散らかっている、静かな時に変なことを言う、空気が
読めない、犬の鳴き声もする、チャイムアウトのことを大きな声で言う、距離が近すぎるという声があが
り、Ａ君に伝えたところ、“自分はそうするつもりでやっているわけではない”とのことだった。教室が
うるさいときＡ君が手をたたくのはあまり良くないと伝えると、“そうしないと静かにならない。そうい
うことでストレスがたまる”とため息をついた。“暗い話で終わってしまった。もっとたっぷり話したい”
とのことだったので、個人面接の時間を多く取るようにした。
【「Ａネットワーク」＜Ａ君が友達になってほしいと頼み、署名した人の名前を記載したリストのこと＞に
ついて】メンバーから「Ａネットワーク」に協力したこと、友達になることを1回断られた人にまた署名
を求めることがあったこと、Ａ君が他のクラスの女子に握手を求めて、ドン引きされ、メンバーのＨ君が
取りなして、“引き下がってくれた”ことが報告された。Ｈ君から“「Aネットワーク」を抜けたい。署名
する必要はない。違う気がして断った。自然に友達になりたい。知らないうちにネットワークに入っていた”
という発言があった。個人面接でＡ君は、クラスの男子全員と友達になった。○○先生に、“目指せ100人”
と言われたと報告した。しかし、担任は、ネットワークの名簿は学校には持ってこないようにとＡ君に伝
えた。Ａ君は、他のクラスの小学校の時のいじめっ子に、“続けろと言われそう”、“部活が一緒で、禁句を言っ
てくる人が、とにかく入れろ”と言ってくるとのことだった。この頃、Ａ君がポケットに彫刻刀やハサミ
を持っていたことがわかり、指導されることがあった。担任はＡ君に、信頼できる人は誰か聞いたところ、
メンバー 2 名を含めた友達 6 名の名前が挙がった。担任は“これだけだと不安なのかな？今月中に10人
と仲を深めるのはどうか？”と言うと、Ａ君はさらにメンバー 2 名を含めた 4 名の名前を挙げ、合計10
名になった。この指導により「Ａネットワーク」はなくなった。
【Ａ君のグループに対する思い】“自分が大統領だとしたら、推進隊は護衛をしてくれる人たち”と表現さ
れた。最後の方では、“自分のためにＨ君が生徒会を遅刻している、情けない、生徒会にお詫びしたい、
先生（SC）の来る曜日は変えられませんか？”との発言があった。
【「心の平和度」】57％になった。“85％になったら、感謝会を開くのはどうか？”とのことだったが、SCは“今
年度やらないとタイミングがないのでは？”と返した。
【メンバーのＡ君に対する思い】Ａ君と“たくさん話したい”“持久走で応援した”“仲を深めたい”“距離
を縮める”といったように、関わりを深めたいという思いと、“人との接し方について、自然に友達って
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いう感じにできるように、注意して”“マジでがんばって注意する”というように、Ａ君に良くなってほ
しいので注意することが多く見られた。
（3）第３期（感謝会）
　感謝会を開くか、Ａ君に迷いが見られたが、“がんばって積み上げてきたものを崩すつもりはない”と
のことで、実施することになった。“みんなの時間を使ったのでそのお詫びをしたい”ということで、電
卓で時間の計算を行う。SCは“その時間は大変意味のある時間だったと思う”と伝えたが、Ａ君はお詫
びしたい気持ちが強かった。Ａ君の“賞状を作らなければ”に対して、担任は大げさすぎるので、メンバー
も喜ぶものがいいという考えだった。SCはＡ君に“賞状は上の人が下の人に授与するものですね”と言
うと、“この会の構造が上下ではなくなったので”という理解を示した。当日は、担任が司会を行った。
Ａ君は一言、みんなにお礼を言った。SCはグループを始める前にＡ君がつらい思いをしていたこと、効
果的な方法がなく困っていたこと、グループによって本当に助かったことを伝えた。メンバーを代表して、
男女の学級委員が発言し、また続けていきたいとのことだった。
３．振り返り
（1）グループ・メンバーの振り返り・感想文
　最後のミーティングで、活動の振り返りを行った。また、SCに感想文が後日提出され、より深い考察
がなされた。その内容をトピックごとに以下にまとめた。
【めんどい】最初は一人のために班長会、めんどいなあと思った。部活の休みがこの日しかなかった。休
みをつぶしたかいはあった。
【Ａ君の変化】人と接するのが苦手だが、HKTの活動を通して他の人と接しているのをよく目にした。前
よりもたくさんの人と話せている。Ａ君の行動がHKTの注意で改善されたことが心に残っている。身の回
りの安心感がコミュニケーションにつながった。
【学んだ】毎日の挨拶は気持ちがいい。人と仲良くすること、相手の気持ちを考えて行動することの大切さ、
仲間の大切さを深く考えられた。集まりを重ねるごとに現場の理解が深まった。注意することも大切。
【自分たちの成長】自信はなかったが自分から声掛け、挨拶ができた。悪口をやめるよう言えるようになっ
た。弱い人の立場に立って考える、思いやりを持つことができるようになった。どんな人ともちゃんと接
する「心」ができた。周りに気を配り、クラス全体のことを見て、考えることができるようになった。
【結束】協力できた。はじめは個人プレーの集団だったが、最終的によく結束できた。
【充実感、継続】充実した。Ａ君と仲良くなり、やりがいを感じた。引き続き、がんばりたい。
【広がり】Ａ君一人じゃなくて、僕たちも良くなっていく、クラス全体も良くなっていく活動だった。
【助かった】（担任）Ａ君の表情が良くなり、安心して見ていられた。助かったし、やって良かった。
（2）Ａ君の振り返り
　 1 年の最後の個人面接で、振り返りを行った。 1 年間の行事を書き出して、スキー教室で人との触れ合
い方を学んだとのことだった。淡々と終わりそうだったのでSCがグループのことを持ち出し、メンバー
のＨ君が友達作りについて、契約じゃなくて自然な感じがいいと言っていたのが印象に残っていると伝え
ると、Ａ君は“そうしたかったが、どういう感じかわからなかった。Ｂ君にいじめられそうになったとき、
Ｈ君が間に入ってくれた”とのことであった。SCは“感謝の気持ちを言えて良かったですね”と伝える
とＡ君は“ありがとうございました。これで話したいことは全部話せました。またどこかでお会いできれ
ば”と言いながら、退室した。SCは慌てて“来年度も相談室に来て”と声をかけた。
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Ⅳ　考察
１．サポートグループが効果をあげた要因
　本事例では、いじめ被害の訴えに対する解決手段としてサポートグループを導入し、効果を上げること
ができた。その要因について、考察していきたい。
（1）サポートグループ・メンバー
　八幡・黒沢（2015）によれば、サポートグループのメンバーはサポートを必要とする子どもと相談し
て一緒に決めるとあり、基本的に重要なことだと考えられる。しかし、本事例では、担任の提案で班長が
メンバーになったが、それが大変有効に働いたと考えられる。リーダー的な存在は他の生徒から信頼され、
ある程度の影響力を持っているため、彼らがＡ君に挨拶をし、話しかけることで、Ａ君の存在感が増し、
Ａ君も心を開いていったので、他の生徒との交流も促進されたと考えられる。またリーダー的存在が他の
生徒の悪口や陰口をとがめたり、いじめられそうな時に間に入ったりすることが、生徒たちに影響を及ぼ
し、Ａ君をいじめにくい雰囲気が作られたのではないかと考えられる。
（2）担任の関与
　担任はＡ君との個人面接やミーティングに参加し、一緒に活動する姿勢を示してくれたため、メンバー
のモチベーションが持続したと考えられる。Ａ君が友達リストを作成した時にはそうしないと安心できな
いＡ君の気持ちを理解した上で、適切な指導をされた。また感謝状についてSCは感謝を表したいという
Ａ君の気持ちにばかり目がいっていたが、担任はメンバーも喜べるような形が良いと現実感のある考えを
示してくれた。Ａ君にもメンバーにもバランス良く関わられたことが、適切なグループ運営につながった
と考えられる。
（3）SCの役割
　SCはミーティングの司会を行い、メンバーの努力をコンプリメントすることで、それが価値あるもの
であることを生徒たちに認識させ、努力の継続を促すことができたと考えられる。またＡ君に対する不満
やネガティブな思いを受け止めたので、メンバーはそれらを表現しやすくなり、気持ちが楽になったと考
えられる。メンバーの要望をＡ君に伝えることで、メンバーとＡ君の仲介役となり、交流を促進する役割
も担っていたと考えられる。Ａ君の個人面接では、いじめの訴えを聞き、理解したことで、Ａ君の気持ち
を楽にすることができ、またＡ君の話したいことを興味を持って聞き、感じたことを伝えることで、コミュ
ニケーションの体験を提供できたと考えられる。Ａ君は気持ちを言葉で表現することがなく“運動会はど
うだったか？”と聞くと“成功だった”と答え、“スキー教室はどうだったか？”に対しても“成功だっ
た”と答えたが、“楽しかった”も言えるようになった。最後の面接での 1 年間の振り返りも行事を書い
て、自分に起こったことを淡々と振り返っていたが、SCがグループで印象に残ったことを話すと、自分
がどうしたかったかという思いが出てきて、メンバーが助けてくれたことも表現された。最後にSCが“感
謝の言葉を言えて良かったですね”と言ったのに対し、Ａ君は“これで話したいことは全部話せた”と返
しているが、この“話したいこと”には、Ａ君のその時の気持ちも含まれていたと考えられる。SCはＡ
君の気持ちの表現を助ける役割も果たしたのではないかと考えられる。
２．サポートグループによる変化と体験的学び
　メンバーは人と関わることが苦手なＡ君のサポートをすることで、弱い人の立場に立って考えること、
人との関わりの大切さ、自分から行動を起こすことの大切さに気づくことができた。自分から挨拶し、話
しかけることにより、Ａ君の行動にも変化が生じ、陰口や悪口を止めたことで、クラスの人たちの言動も
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変えることができた。これらの体験により、メンバーは充実感、達成感を感じることができた。さらにこ
れからもがんばりたい、続けたいという意思も多く示されたことから、挨拶、声かけ、悪口を止めること
を自分のスキルとして取り入れようとしていると考えられる。またこの活動を通して、Ａ君へのサポート
にとどまらず、他の生徒が悪口を言われたときにも“やめなよ”と言えるようになった、クラス全体を見
て考えるようになった、メンバー同士で協力するようになったなどの活動の広がりも見られた。このよう
な経験から、メンバーは自分たちも成長することができたと実感し、リーダーとしての能力をより高める
ことができたと考えられる。
　メンバーの一人で、いじめっ子の友達だったＧ君は最初は積極的な活動をしていなかったが、それをメ
ンバーから指摘され、SCからコンプリメントされることで、態度がガラッと変わり、Ａ君のサポートを
積極的に行うようになった。Ａ君のことをよく見て、いじめっ子が近づいてくると間に入り、自分から話
しかけ、仲を深めたことが報告された。Ｇ君の感想文には、“僕はこの活動を通して「人と人との助け合い」
と「どんな人ともちゃんと接する『心』」ができたと思っている。・・たとえクラスが変わってもこの気持
ちは忘れません”とあった。「どんな人ともちゃんと接する『心』」という表現は、いじめっ子の側にいた
Ｇ君ならではの感想だと考えられた。Ａ君は第 2 期に隣のクラスの男子から“おまえ人間なの？”と言わ
れているように、生徒たちにとって異質な存在であるため、“ちゃんと接する”対象ではなかったと推測
される。しかし、Ｇ君は活動を通して話すようになり、友達にもなれて、異質な存在が“ちゃんと接する”
対象に変わったのだと考えられる。“ちゃんと接する『心』ができた”“この気持ちは忘れない”とあるこ
とから、この体験的学びはＧ君の中に取り入れられ、今後も生き続けていくのではないかと推測される。
　一方Ａ君もサポートグループの活動により、多くの変化と体験的学びがあった。Ａ君は小学校でいじめ
られたときには校長先生の指導により解決したため、中学校でも同様の解決を望んでいたと推測される。
しかし今回は“上下関係ではない対等な”仲間のサポートによる解決という新しい体験をすることができ
た。仲間が自分を支え、守ってくれる体験をすることで、仲間に対する信頼、安心感を得ることができた
と考えられる。この安心感がベースになって女子が挨拶をしてくれたときに返せるようになり、自分から
話しかけることができるようになったと推察される。スキー教室を楽しめたのも、安心できる友達がいた
からだと思われる。Ａ君が望んでいた“心の平和”は完全に達成されたとは言えなかったが、同年代の仲
間との関係の中で、基本的な安心感を得ることはできたと考えられる。
　さらにそのような関係性がベースにあったために、メンバーからの指摘や注意を受け入れようとする姿
勢が生まれた。第2期にＡ君の方からグループの意見を尋ねることがあったのは、Ａ君の中に自分の言動
が仲間にはどう映るのかという視点が生まれ、できるだけ直せるところは直そうという意識が芽生えたこ
とを示している。もちろん、変えられないこともあるが、それは“自分の課題”だという認識も示された。
他者から自分がどう見えるかという視点、自分に課題があるという認識は新たに獲得されたものと言えよ
う。
　最後に、この活動を通してＡ君が最も学んだことは、“友達とは何か”ということだったと考えられる。
グループが始まる前は、Ａ君は名前もはっきりとは知らない人のことを友達と言っていた。直接の交流は
なくても、Ａ君が素晴らしいと思った人は友達と認識されていたようである。グループが始まってから、
道徳の時間に学んだ“支えてくれる存在が友達”という概念を、Ａ君は実際の人に当てはめて、Ｉさんに“僕
とＩさんの関係は友達だよ”と伝えており、体験的な学びがあったと推測される。ただし「Aネットワーク」
を作ったときのことを振り返り、“自然に友達になる”のがどういう感じか分からなかったと述べており、
そこは難しいところなのかもしれない。しかし、Ａ君には自分を支え、守ってくれた友達に対する感謝の
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気持ちが芽生えており、それを表現することもできた。その体験をベースに今後も仲間との関わりに取り
組んでいけるのではないかと考えられる。
３．サポートグループの影響過程
　サポートグループの活動はＡ君とメンバーとの交流を生み出し、また悪口を止めるなどのメンバーと他
の生徒との新たな関わりも生まれ、それらを土台にＡ君はメンバー以外の生徒とも関わりを持てるように
なった。そのプロセスを通して、メンバーのＨ君が振り返りの会で述べたように、“Ａ君一人じゃなくて、
僕たちも良くなっていく、クラス全体も良くなっていく活動”になったと考えられる。このようなメンバー
の活動の影響過程をモデル化し、図 1 に示した。
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他者から自分がどう見えるかという視点、自分に課題があるという認識は新たに獲得されたものと言えよ
う。 
 最後に、この活動を通してA君が最も学んだことは、“友達とは何か”ということだったと考えられる。5 
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道徳の時間に学んだ“支えてくれる存在が友達”という概念を、A 君は実際の人に当てはめて、I さんに
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る感謝の気持ちが芽生えており、それを表現することもできた。その体験をベースに今後も仲間との関わ
りに取り組んでいけるのではないかと考えられる。 
 
３�サポートグループの影響過程 15 
 サポートグループの活動はA君とメンバーとの交流を生み出し、また悪口を止めるなどのメンバーと他
の生徒との新たな関わりも生まれ、それらを土台にA君はメンバー以外の生徒とも関わりを持てるように
なった。そのプロセスを通して、メンバーのH君が振り返りの会で述べたように、“A君一人じゃなくて、
僕たちも良くなっていく、クラス全体も良くなっていく活動”になったと考えられる。このようなメンバ
ーの活動の影響過程をモデル化し、図1に示した。 20 
 
 
 
 
 25 
 
 
 
 
 30 
     
 
 
 
 35 
４�今後の課題 
 本研究ではサポートグループ・アプローチの実践経過を示し、それによる変化と体験的学びについて考
察を行うことができたが、おそらく学校では一人のために他の生徒の時間とエネルギーを使うことに反対
図1 サポートグループの影響過程 
（数字は働きかけが生じる順番） 
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図１　サポートグループの影響過程
４．今後の課題
　本研究ではサポートグループ・アプローチの実践経過を示し、それによる変化と体験的学びについて考
察を行うことができたが、おそらく学校では一人のために他の生徒の時間とエネルギーを使うことに反対
する意見も少なくないと推測される。確かに、生徒たちが塾で勉強する時間、部活動をする時間、習い事
をしに行く時間、生徒会活動をする時間などの一部を借りて、ミーティングを行ったわけだが、それをす
るだけの教育的効果があるとみなされるかどうかが問われるのだと思われる。本研究では現時点で得られ
たデータを分析して体験的学びがあることを示したが、サポートグループの経験は今後生徒たちの何に影
響を及ぼすのか、それを示すことができればより強力な証拠となるかもしれない。そのためには縦断的に
データを取ることが求められる。サポートグループの影響だけを取り出すことの難しさ、SCとしての現
実的な制約などもあるが、教員の協力を得ることができれば、実践と研究を進めることができるのではな
いかと思われる。サポートグループがいじめの問題を解決するための選択肢の一つとして広く認識され、
実践されることを願っている。
注
注1）勤務時間は 1 日 7 時間45分とされているが、もっと長いこともしばしばである。
注2） その人の持っているリソース（資源・資質）に注目して、ほめる、ねぎらう、賞賛するといった肯定的な注目や言葉かけ、サ
インを送ることを、解決志向アプローチではコンプリメントと呼ぶ。解決志向アプローチは「失敗の責任追及」をせず、「成
功の責任追及」をする（八幡・黒沢，2015）。
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